仕　様　書　②
1 顕微鏡一式は、以下の要件を満たすこと。
1-1 顕微鏡の光学系は、アポクロマートレンズを採用していること。

1-2 対物レンズに内蔵されたフォーカスノブによる操作で、焦点合わせの微調整ができること。

1-3 変倍機構は手動式５変倍式であること。

1-4 照明機構はファイバーライトガイド式同軸照明であること。

1-5 クイックランプチェンジャー機能により予備ランプへの交換がワンタッチでできること。
1-6 ハンドグリップは３種類の中から選択出来ること。
1-7 輝度調整機構が術者の操作範囲内にあること。
1-8 サスペンションアームの上下動で照明の点灯、消灯ができること。

1-9 オプションにより内臓型ハイビジョンカメラが取り付け可能なこと。
1-10 顕微鏡はフロアスタンド型であること。

２　　電動診察台は、以下の要件を満たすこと。
2-1 最低位は450mm程度、最高位は950mm程度であること。
2-2 昇降スピードが50～60mm/1秒程度であること。
2-3 使用頻度の高い位置を２箇所設定でき、ワンタッチで操作できること。
2-4 操作はフットスイッチで行えること。
2-5 作業の開始、終了時に、ショックを吸収する機構を採用していること。
2-6 昇降は、直上下作動方式を採用していること。
2-7 天板寸法は、長さ1,900mm・幅700mm程度であること。
2-8 電磁波障害を抑えるEMC規格に適合していること。
2-9 枕部が電動で上下する機構を有すること。
３　　耳鼻咽喉科用治療ユニット一式は、以下の要件を満たすこと。
3-1 診療ユニットの内部にアンローダー機能を搭載した吸引モータを内蔵していること。
3-2 吸引モーター作動時の防振動構造が施されていること。
3-3 診療ユニットの内部にアンローダー機能を搭載したコンプレッサーモーターを内蔵していること。
3-4 診療ユニットは、温度過上昇防止機能のある防曇装置を内蔵していること。
3-5 照光式ワンタッチ開閉式の通気装置を備えていること。
3-6 診療椅子の上下動・オートリターン機能を操作可能な操作パネルスイッチを有すること。
3-7 噴霧スプレーのノズルはワンタッチで容易に交換できる機構であること。
3-8 現在病院が所有している噴霧スプレーの継続使用が可能であること。
3-9 噴霧スプレーはオートクレーブ滅菌が可能であること。
3-10額帯反射鏡用の電灯を備えていること。
3-11噴霧スプレーは３基以上備えていること。
3-12容量３ℓ以上の吸引瓶を備え、陰圧ロス防止の為の樹脂製キャップを採用していること。
3-13吸引ホースは内部格納式で、診療の妨げにならないこと。
3-14ステンレス製の蓄圧エアタンクを診療ユニットの内部に内蔵していること。
3-15器械トレイは天板埋め込み式で、蓋ができること。
４　　耳鼻科用診療椅子は、以下の要件を満たすこと。
4-1 回転範囲は320°以上であること。
4-2 ポジションメモリー機能は、上下・リクライニング・回転のいずれかの位置を、３パターン以上記憶可能であること。
4-3 清潔を保つ為、使用されているレザーは耐アルコール・抗菌・防汚加工がなされていること。
4-4 下降の機能に、オート/マニュアルの設定切替が可能であること。
4-5 フットスイッチは、ポジションオートリターン機能を有すること。
4-6 ヘッドレストは、電動ロック式であること。
4-7 リクライニング時の水平範囲は0°～90°以上であること。

4-8 リクライニングは、電動式であること。

4-9 上下動は、電動式であること。

4-10回転位置を微調整できる電磁ロック機構を備えていること。

4-11上下・リクライニング操作スイッチを。背板の両側面に有していること。
4-12診療椅子の上下動など、動作に関わる全て機構は、電動式で油圧など他の一切の機構の方式を採用していないこと。
